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近くて遠かったザ・ビッグ山形店

「朝日買い物バス」
試行運転はじまる

▲ピカピカなバスに、大きな買い物袋を持って乗り込むみなさん！出発を待つ間に世間話の花が咲く

8月4日から「ザ・ビッグ山形店」までの村営買い物バスの試行運転が始まった。
火曜日は古見・小野沢ルート、木曜日は針尾・西洗馬ルート上に停留所もできて、
週2回の運行だ。「一人でもこられるようになって嬉しいわゃ～」の声 ！々交通手段
を持たないお年寄りにとって、近くて遠かったビックが少し近くなったかな？
平均乗車人数は８名程度とまだ少ないが、便利さの口コミや雪道の運転回避
により、利用者の増加が見込まれる。「まずは一度乗ってみましょや！」

ビッグ
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令和元年度村のお金の使い道!（一般会計目的別決算概要）

議会費
4,846万円

議員報酬、議会運営費
議会だより他

総務費
4億1,948万円

行政システム関係、庁舎等施設
管理、地域公共交通対策、選挙
他

民生費
6億4,847万円

障がい者支援、老人福祉、社会
福祉協議会補助、子育て支援、
保育所運営他

衛生費
1億5,260万円

健診事業、母子保健、感染症対
策、ごみ処理、簡易水道事業会
計補助他

農林水産業費
1億4,928万円

有害鳥獣対策、農地保全等、地
方創生事業（アグリ、木質資源）
土地改良、林業、松くい虫対策他

商工費
1億3,320万円

商工振興、プレミアム商品券、ゲス
トハウス整備事業、スキー場特別
会計繰出他

土木費
3億7,236万円

向陽台道路整備、村道維持補修、
道路照明 LED 交換、除雪融雪
作業、下水道事業会計補助

消防費
1億4,095万円

広域消防負担金、消防団運営、
防火水槽整備、新型コロナウイ
ルス感染症対策他

教育費
3億328万円

小学校空調設備整備、小中学校、
公民館、お夏まつり、図書館、
美術館、文化財保護他

公債費
1億9,934万円
地方債 ( 借入金 ) の
元利償還金

労働費
1,105万円

勤労者福祉資金融資
制度

諸支出金
3億3,713万円
財政調整基金等
7 種基金積立

災害復旧費
314万円

林道施設、農業用施
設

【主な補正内容】
◦テレワークシステム構築事業　3,569万円

ネットワーク環境構築・テレワーク設備調達等
◦会議室音響映像配信システム等整備事業　1,020万円

庁舎内リモート会議体制の構築、会議録作成システム導
入による事務の効率化、情報公開の迅速化

◦朝日村基本図デジタル化事業　1,050万円
基本図のデジタル化によりネット上でデータ閲覧等、関
係機関とのデジタル情報の共有

◦行政情報メールアプリ配信事業　450万円
情報提供手段の多重化・迅速化

◦朝日村小企業振興資金預託金　1,000万円
コロナウイルス対策特別資金の預託金

◦村内事業所感染症対策環境整備補助金　900万円
商工業者がコロナ禍における事業継続のための必需
品購入、感染症対策のための整備費用の一部補助

◦小学校新型コロナ対応施設改修事業　2,900万円
感染防止、安全安心空間の確保を図るべく施設改修

（手洗い水栓増設、プレイルーム建具設置等）
◦松くい虫防除対策事業　462万円

松くい虫の伐倒燻蒸処理の対象木の増による処理委
託料の追加費用（当初37本→見込87本）※森林環境
譲与税対象事業

◦林道災害復旧事業　317万円
7月豪雨林道災害（鉢盛山線）林道復旧費用

新型コロナ対策地方創生臨時交付金を活用したコロナ感染症対策事業
・テレワークシステム構築事業・林道災害復旧事業他

1億4,520万円の大型補正!　令和2年度一般会計総額41億2,620万円に
補正予算
令和2年度

歳入決算額 30億7,045万円（前年37億　132万円 △17.0％）

歳出決算額 29億1,874万円（前年35億3,094万円 △17.3％）

実 質 収 支 1億2,430万円（前年 1億1,818万円 5.2％）

一
会
般
計



現在、新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経
済的・社会的影響をもたらしており、国民生活への不安
が続いています。地方自治体においては、地方税・地方
交付税の大幅な減少等が避けがたくなっており、このよ
うな状況下において、地域の実情に応じた行政サービス
を安定的かつ持続的に提供し続けること、また、長期化
する感染症対策にも迫られ、今後の地方財政は、かつて

9
月
議
会
は
決
算
議
会
と一
般
的
に
言
わ
れ
る
。村
が
実
施
し
た

前
年
度
主
要
事
業
に
対
し
、当
初
の
狙
い
通
り
の
効
果
が
あ
っ
た
か

否
か
を
審
議
す
る
大
事
な
議
会
で
あ
る
。

昨
年
は
年
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
代
わ
り
村
政
で
は
小
林
村
長

誕
生
。議
会
は
2
人
の
新
人
が
加
わ
る
体
制
で
あ
っ
た
。ス
タ
ー
ト

早
々
か
ら
条
例
未
公
布
事
件
の
後
始
末
か
ら
始
ま
り
、国
民
健
康
保

険
財
政
調
整
基
金
積
立
の
未
処
理
や
非
常
勤
特
別
職
報
酬
未
払
い

な
ど
、残
念
な
が
ら
行
政
内
部
の
課
題
が
露
呈
し
た
。そ
の
後
村
は

内
部
監
査
を
実
施
す
る
な
ど
再
発
防
止
と
村
民
へ
の
信
頼
回
復
、職

員
の
意
識
改
革
を
図
っ
て
い
る
。

さ
て
令
和
元
年
度
の
主
な
事
業
は
第
6
次
総
合
計
画
策
定
。こ
れ

を
支
え
る
個
別
の
計
画
策
定（
地
域
福
祉
計
画・環
境
基
本
計
画・公

共
施
設
個
別
計
画・子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
）。い
ず
れ
も
今

後
10
年
間
の
村
づ
く
り
に
必
要
な
計
画
で
、体
制
づ
く
り
を
し
た一年

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。こ
れ
か
ら
は
具
体
的
に
ど
う
実
行
し
て
目
指

す
村
の
姿
に
近
づ
け
る
か
で
あ
る
。

今
議
会
に
は
監
査
委
員
の
決
算
審
査
報
告
書
も
提
出
さ
れ
て
お
り

「
審
査
意
見
」を
尊
重
し
た
村
の
対
応
を
願
う
も
の
で
あ
る
。財
政
の

健
全
化
を
示
す
指
標
は
い
ず
れ
も
改
善
さ
れ
て
お
り
評
価
で
き
る
が
、

主
な
起
因
は
、一
般
会
計
か
ら
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
が
大

き
く
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
。下
水
道
事
業
会
計
は一般
会
計
か
ら
の

繰
入
の
代
わ
り
に
、「
資
本
費
平
準
化
債
」（
1
．3
億
円
）を
活
用
し
世

代
間
負
担
の
公
平
を
図
る
新
た
な
取
組
を
行
っ
た
。独
立
採
算
が
求

め
ら
れ
る
会
計
の
た
め
、今
後
、使
用
料
の
見
直
し
な
ど
は
関
係
の

審
議
会
に
諮
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

決
算
審
査
は
翌
年
度
の
予
算
に
反
映
す
る
為
の
作
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、村
と
議
会
は
双
方
の
役
割
を
果
た
す
責
任
が
今
後
益
々
重
要

に
な
る
と
考
え
る
。

令
和
元
年
度
決
算
認
定
議
会
　
総
論

議
長　
塩
原
智
惠
美
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・承認 1 件（一般会計専決処分）
・条例 11 件（旅費・費用弁償・商工業・教育委員会関連）
・工事請負契約 1 件（松ノ木橋橋梁修繕工事）
・補正予算 4 件（令和 2 年度一般会計及び特別会計、企業会計）
・決算認定 7 件（令和元年度一般会計及び特別会計、企業会計）
・報告 1 件（健全化判断比率及び公営企業会計に係る資金不足比率）
・発議 1 件（新型コロナウイルス感染症に伴う地方税財源確保を求める意見書）

　コロナ禍で各種イベントが中止、縮小開催される
など、感染症防止が叫ばれるなか、令和2年朝日村
9月定例会は9月3日（木）に招集された。開会に先
立ち開催された議会運営委員会ではコロナ禍の行
政運営に考慮して、会期の短縮、一般質問時間の

短縮が協議され、会期を9日間、一般質問時間を15
分短縮しての開催となった。10日（木）には9議員
が12項目の一般質問を行い、11日（金）最終日には、
慎重審議を重ね、村提出の全案件を原案どおり可
決し閉会した。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書を提出！

ない厳しい状況になることが予想されます。このこと
から議会最終日、地方税・地方交付税等の一般財源総
額の確保・充実を求めるため、「地方税財源の確保を
求める意見書」を発議し、議員全員の賛成により採択
しました。その結果9月11日衆参両院、関係行政庁へ
意見書を提出しました。

高橋良二

9月
定例会

令和元年度決算認定
歳入・歳出とも前年度対比約17％減！
実質収支は1億2,430万円（前年比5.2％増）の黒字決算

村長提案説明
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J
A
野
菜
予
冷
庫
集
出
荷
施
設
改
修
補
助

来
年
度
予
算
に
5
9
0
万
円
計
上
を
約
束

生
後
6
か
月
～
高
校
生
、妊
婦
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
2
，0
0
0
円
補
助
決
定
！

プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
　
今
季
営
業
へ

村
は
今
臨
時
会
提
出
の
一
般
会
計
補
正
予

算
に
、「
朝
日
村
農
業
振
興
事
業
補
助
金
」と
し

て
朝
日
村
の
J
A
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
野
菜
予
冷

庫
集
出
荷
施
設
の
全
面
改
修
に
係
る
補
助
金

5
9
0
万
円
の
＊
債
務
負
担
行
為
補
正
を
行
い
、

議
会
は
全
員一致
で
可
決
し
た
。

以
前
の
議
会
だ
よ
り
に
も
取
り
上
げ
た
が
、

J
A
か
ら
要
望
額
が
5
9
0
万
円
に
減
額
さ
れ

た「
要
望
書
」が
9
月
24
日
、村
に
再
度
提
出
さ

れ
た
。

こ
れ
は
、5
月
13
日
の
村
議
会
全
員
協
議
会
に

示
さ
れ
た
補
助
金
要
望
額
は
総
事
業
費
の
10
％

約
3
，7
0
0
万
円
で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
の
村
と

J
A
と
の
交
渉
の
中
で
、村
と
し
て
は
事
業
費
の

10
％
で
は
な
く
J
A
の
自
己
資
金
で
は
不
足
と

な
る
額
と
し
た
い
旨
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。そ

れ
を
受
け
J
A
は
総
工
費
3
億
7
，4
3
0
万

円
の
う
ち
自
己
資
本
金
で
あ
る
朝
日
振
興
積

立
金
約
3
億
6
，8
3
9
万
円
を
全
額
取
り

崩
し
建
設
資
金
に
充
て
、不
足
す
る
建
設
資
金

5
9
0
万
円
を
今
回
、村
に
支
援
を
求
め
た
。

村
は
9
月
24
日
の
村
議
会
全
員
協
議
会
に

関
連
資
料
を
開
示
し
た
。補
助
の
法
的
根
拠
を

「
村
農
業
振
興
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
」に

規
定
さ
れ
て
い
る「
農
業
の
振
興
上
、村
長
が

必
要
と
認
め
た
事
業
に
対
す
る
経
費
」と
し
、

補
助
に
対
す
る
理
解
を
求
め
て
い
た
。

ま
た
、今
臨
時
会
で
集
出
荷
施
設
改
修
に
伴

う
給
水
管
布
設
替
え
工
事
の
事
業
費
2
3
0
万

円
の
補
正
も
可
決
し
た
。

J
A
は
施
設
改
修
補
助
と
同
時
に
、村
へ
集

出
荷
施
設
を
分
断
す
る
村
道
の
交
通
や
作
業
の

安
全
確
保
の
た
め「
集
出
荷
施
設
の
全
面
改
修

に
伴
う
村
道
大
原
4
号
線
の
一
部
村
道
解
除
に

関
す
る
要
望
書
」を
提
出
し
て
お
り
、村
は
24
日

全
員
協
議
会
で
解
除
を
含
め
た
通
行
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
J
A
と
協
議
す
る
と
説
明
し
た
。

＊
債
務
負
担
行
為　
予
算
は
単
一
年
度
で
完
結

す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、1
つ
の
事
業
や
事

務
が
単
年
度
で
終
了
せ
ず
に
後
の
年
度
に
お

い
て
も「
負
担
=
支
出
」を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
に
は
、あ
ら
か
じ
め
後
の
年
度
の
債
務

を
約
束
す
る
こ
と
を
予
算
で
決
め
て
お
く
も
の
。

村
は
例
年
、高
齢
者
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
き
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
懸
念

さ
れ
る
中
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
及
び
重

症
化
の
予
防
を
図
る
た
め
、子
ど
も
や
妊
婦
、約

7
4
0
名
を
対
象
と
す
る
接
種
費
用
の
助
成
を

決
め
た
。今
臨
時
会
で
必
要
な
経
費
2
4
0
万

円
を
補
正
。助
成
対
象
と
な
る
接
種
期
間
は
10

月
26
日
か
ら
令
和
3
年
1
月
30
日
ま
で
。助
成

金
申
請
は
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で
で
き
る
。

9
月
29
日（
火
）に
招
集
さ
れ
た

村
議
会
第
3
回
臨
時
会
で
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
で
指
定
管
理
者
が
撤
退

し
た
、あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場

他
4
施
設
の
指
定
管
理
者
の
選
定

に
向
け
た
関
連
議
案
が
提
出
さ
れ
、

議
員
全
員
一
致
で
可
決
、新
た
な
指
定

管
理
者
が
決
定
し
た
。

村
は
8
月
21
日
か
ら
9
月
7
日
ま

で
、後
継
の
指
定
管
理
者
の
公
募
を

行
っ
た
。問
い
合
わ
せ
は
数
社
あ
っ

た
が
、最
終
的
に
申
請
書
を
提
出
し

た
の
は
大
町
市
の「
タ
ジ
マ
モ
ー
タ
ー

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
朝
日
」1
社

だ
っ
た
。同
社
は
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意

分
野
が
あ
る
3
社
の
共
同
事
業
体

で
、村
の
観
光
施
設
等
指
定
管
理
の

た
め
8
月
31
日
に
設
立
さ
れ
た
。こ

れ
を
受
け
、村
は
9
月
17
日
に
地
元

区
長
、地
区
長
、商
工
会
、学
識
経
験

者
で
構
成
す
る
施
設
指
定
管
理
者

選
定
審
査
会
を
開
催
し
た
。審
査
会

は
業
者
か
ら
申
請
理
由
、施
設
の
運

営
や
取
り
組
み
の
説
明
を
受
け
審
査

し
た
結
果
、平
均
96
．75
点
の
高
得

点
で
指
定
管
理
者
に
同
社
を
選
定

し
た
。

村
は
24
日
、村
議
会
全
員
協
議
会

で
同
社
が
指
定
管
理
者
に
選
定
さ

れ
た
こ
と
を
報
告
、タ
ジ
マ
の
申
請

書
、共
同
事
業
体
協
定
書
、指
定

管
理
運
営
の
提
案
書
を
説
明
し
た
。

同
社
は
村
の
自
然
を
生
か
し
ス
キ
ー

シ
ー
ズ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
に
も
力
を
入
れ
る
と
し
、

四
季
を
通
し
て
朝
日
村
に
し
か
で
き

な
い
事
業
を
展
開
す
る
と
す
る
。

　

議
員
か
ら
は「
指
定
期
間
の
4
年

6
カ
月
は
長
く
は
な
い
か
」「
ス
キ
ー

場
の
設
備
の
流
用
は
な
い
か
」「
共
同

事
業
体
、資
金
力
に
問
題
は
な
い

か
」「
管
理
責
任
者
の
常
駐
場
所
は

ど
こ
に
な
る
の
か
」「
村
民
の
雇
用
を

優
先
し
て
欲
し
い
」「
関
係
地
区
と
の

話
し
合
い
を
大
事
に
し
て
欲
し
い
」

な
ど
、質
問
や
要
望
が
多
く
出
た
。

　

臨
時
会
で
は
、村
の
大
型
投
資
を

せ
ず
に
定
期
的
な
点
検
、応
急
的
な

補
修
工
事
に
よ
る
運
営
継
続
の
方
針

と
同
社
が
現
施
設
で
十
分
営
業
の

継
続
が
で
き
る
と
の
見
解
、及
び
同

社
の
地
元
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
す
る
姿
勢
や
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
を
含
む
多
彩
な
事
業
計
画
を

盛
り
込
ん
だ「
提
案
書
」等
を
検
討
し
、

同
社
を
指
定
管
理
者
と
す
る
こ
と
に

決
め
た
。

懸案事項だった観光レクリエーション施設

指定管理者タジマ決定で動きだす‼
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中村　文映議員
1 コロナ禍の下、働き方改革が進む中での、
人口減少対策及び企業誘致対策について

齊藤　勝則議員
1 猟友会の活性化について

上條　昭三議員
1 コロナ禍の朝日村の対策について
2 農業の6次産業化について
3 地球温暖化対策について

北村　直樹議員
1 新型コロナウイルスに関する今後の対策について

上條　俊策議員
1 村民の声から種々お聞きします

高橋　良二議員
1 通学路の安全対策について

清沢　正毅議員
1 アグリ・ビジネスセンター設置による「新たな農業の
担い手」創出事業の現状と今後の展開について
2 木質バイオマス循環自立創生事業の成果と
今後の朝日村森林林業経営への取組について

髙橋　廣美議員
1 ポストコロナ時代をどう歩むか

林　　邦宏議員
1 水源林を松くい虫から守るには

ここが聞きたい　9議員 12 項目

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
（
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
、
場
所
や
時
間
に
と

ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
）
な
ど
働
き

方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
村
長
は
ど
の

様
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　
テ
レ
ワ
ー
ク
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

（
必
要
・
需
要
・
要
求
）
が
大
き
く
進
み
、

ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
（
技
術
・
能
力
・
設
備
・

施
設
）
が
回
転
し
始
め
た
。
新
た
な
観
光

施
設
の
指
定
管
理
者
も
テ
レ
ワ
ー
ク
も
構

想
し
て
お
り
、
シ
ー
ズ
の
提
供
も
進
む
と

思
っ
て
い
る
。

問　
旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
の
利
活
用
の
検

討
は
進
ん
で
い
る
か
。

村
長　
旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
は
テ
レ
ワ
ー

ク
に
は
不
向
き
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

W
i
-F
i
（
ワ
イ
フ
ァ
イ：無
線
を
使
っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
環

境
）を
導
入
す
る
計
画
の
、健
康
セ
ン
タ
ー

2
階
を
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
事
務

所
ス
ペ
ー
ス
を
共
有
し
な
が
ら
独
立
し
た

仕
事
を
行
う
働
き
方
の
場
）
と
し
て
、
村

民
に
開
放
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

副
村
長　
テ
レ
ワ
ー
ク
は
行
政
だ
け
が
施

設
を
整
備
し
て
も
だ
め
で
、
運
営
団
体
が

出
て
き
て
く
れ
る
こ
と
が
大
事
。
旧
お
ひ

さ
ま
保
育
園
等
、
住
民
協
働
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
と
連
携
し
な

が
ら
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

問　
移
住
定
住
促
進
の
た
め
新
た
な
支
援

策
は
。

村
長　
住
居
が
な
け
れ
ば
村
に
住
ん
で
も

ら
え
な
い
。
村
営
住
宅
の
建
設
や
、
民
間

住
宅
の
受
け
入
れ
を
進
め
る
。
新
た
な
制

度
は
必
要
に
応
じ
整
備
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で「
テ
レ
ワ
ー
ク
」が

進
ん
だ
が
、村
の
対
応
は
…

答 

健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
を
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
す
る
！

中村文映 議員

村政に問う！！一 般
質 問 　一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や疑問をもとに、

村政全般にわたり行政の姿勢を質すものです。

富士見町の森のオフィス（テレワークタウン）
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問
　
昨
今
の
猿
、
熊
の
出
没
に
村
民
は
非

常
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

村
民
へ
の
安
全
対
策
を
と
る
必
要
が
あ

る
。
塩
尻
市
は
害
獣
駆
除
に
農
水
省
の

報
奨
金
に
更
に
市
独
自
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を

上
乗
せ
し
、
猟
友
会
会
員
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
。
実
態
は
猿
一
頭
に
つ
き

１
万
３
千
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　
多
数
の
猿
を
補
殺
し
駆
除
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
当
村
は
有
害
鳥
獣
防
護
柵
が
あ

る
が
、
個
体
数
が
増
え
て
い
る
と
予
想
さ

れ
る
。
猟
友
会
員
は
現
在
10
名
、
先
々
こ

の
ま
ま
だ
と
高
齢
化
で
会
員
が
減
る
の
で

は
と
危
惧
し
て
い
る
。
報
奨
制
度
の
充
実

を
図
り
、
狩
猟
免
許
取
得
時
の
援
助
を
拡

大
し
な
け
れ
ば
、
当
局
の
方
針
は
。

産
業
振
興
課
長　
当
村
は
猿
を
捕
獲
駆
除

し
た
場
合
は
、
一
頭
８
千
円
を
支
給
し
、

猟
友
会
に
も
村
・
J
A
か
ら
70
万
円
拠

出
し
、
見
回
り
等
の
出
働
手
当
は
半
日

3
千
円
を
支
払
っ
て
い
る
。
猿
の
駆
除
実

績
は
檻
に
依
っ
て
、
30
頭
以
上
の
捕
獲
駆

除
し
て
い
る
、
前
年
比
の
倍
近
い
捕
獲
駆

除
数
で
推
移
し
て
い
る
。
熊
に
つ
い
て
も

県
の
許
可
の
も
と
対
応
し
て
い
る
。
猟
友

会
へ
の
支
援
は
塩
尻
市
と
は
規
模
的
に
は

違
う
と
思
っ
て
い
る
が
、
住
民
の
協
力
を

得
な
が
ら
会
員
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
者
が
い
つ
身
近
で
出
て
も
不
思
議
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
朝
日
村
で
感
染
者
が

出
た
場
合
に
い
か
に
差
別
を
や
め
、
人
権

を
守
り
な
が
ら
再
感
染
を
防
ぎ
、
ク
ラ
ス

タ
ー
の
発
生
を
防
い
で
い
く
か
。
ま
た
村

長
は
自
ら
村
民
に
対
し
「
私
た
ち
の
闘
う

相
手
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ
て
人
間

で
は
な
い
、
感
染
者
へ
の
誹
謗
中
傷
や
差

別
を
や
め
、
お
も
い
や
り
と
や
さ
し
さ
を

持
っ
て
見
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

村
長　
ウ
イ
ル
ス
村
内
発
症
時
の
初
動
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
い
る
。
自
ら

が
発
症
を
発
表
し
誹
謗
中
傷
が
無
い
よ
う

に
、
ま
た
人
権
を
擁
護
す
る
よ
う
に
訴
え

て
い
く
。

問　
朝
日
村
の
第
6
次
総
合
計
画
の
中
に

農
業
経
営
の
多
角
化
、
6
次
産
業
化
に
対

し
支
援
を
行
い
活
力
あ
る
農
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
と
あ
り
ま
す
。
6
月
の
議
会
で

朝
日
村
産
レ
タ
ス
を
使
い
化
粧
品
を
開
発

し
、
特
産
品
に
し
よ
う
と
い
う
議
案
が
提

出
さ
れ
、
否
決
さ
れ
て
か
ら
6
次
産
業
化

の
話
は
全
く
出
て
き
ま
せ
ん
。
朝
日
村
の

農
業
の
6
次
産
業
化
を
検
討
す
る
の
は
、

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
含
め
て
ア
グ
リ
チ
ャ

レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
が
よ
ろ
し
い
か
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

産
業
振
興
課
長　
農
業
の
6
次
産
業
化
に

つ
い
て
は
レ
タ
ス
化
粧
品
も
含
め
て
、
県

の
女
性
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
村
内
女

性
グ
ル
ー
プ
や
観
光
協
会
、
ア
グ
リ
チ
ャ

レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
で
も
検
討
し
て
い
く
。

問　
こ
こ
何
年
か
で
、
気
候
変
動
が
進
ん

で
い
る
た
め
去
年
の
よ
う
な
台
風
被
害
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
8
月
下
旬
に
地
球
温
暖

化
対
策
の
パ
リ
協
定
に
貢
献
す
る
こ
と
を

表
明
す
る
「
世
界
首
長
誓
約
/
日
本
」
に

小
布
施
町
が
署
名
し
た
と
あ
り
ま
し
た
。

県
内
で
は
松
本
市
に
次
い
で
3
例
目
、
全

国
で
は
25
市
町
村
が
署
名
し
て
い
ま
す
。

朝
日
村
も
地
球
温
暖
化
対
策
の
対
応
を
表

明
し
ま
せ
ん
か
。

建
設
環
境
課
長　

村

で
は
長
野
県
の
「
気

候
非
常
事
態
宣
言
、

2
0
5
0
に
は
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
の
決
意
」
に

賛
同
し
て
い
る
。

害
獣
駆
除
の
報
奨
制
度
は

答 

報
奨
金
は
支
給
し
て
い
る

齊藤勝則 議員

村
内
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が

で
た
と
き
は

答 

発
症
を
報
告
し
て
、村
民
に
如
何
に
行
動
す
べ
き
か
訴
え
か
け
を
す
る

上條昭三 議員

村内に設置した檻と同じ型の檻
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問　
未
だ
に
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
な
い

中
、
長
野
県
内
を
は
じ
め
感
染
者
が
拡
大

し
て
い
る
。
い
つ
、
村
内
で
コ
ロ
ナ
感
染

者
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
あ
る
と
同
時
に
経
済
活
動
は
疲
弊
し

G
D
P
は
戦
後
最
悪
ま
で
落
ち
込
み
を

見
せ
て
い
る
。
結
果
、
企
業
で
働
く
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
が

打
撃
を
受
け
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
若
手

村
民
も
い
る
。
ま
た
、
近
々
の
状
況
で
は

各
地
で
コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の
誹
謗
中
傷
も

見
受
け
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
次
の
質
問
を

致
し
ま
す
。

①	

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
収
入
減
と
な
っ
た
働

き
手
へ
の
支
援
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
?
②	

村
内
で
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

発
生
し
た
場
合
、
心
の
ケ
ア
は
ど
の
よ
う

に
行
う
か
?
③	

誹
謗
中
傷
を
防
ぐ
た
め
、

当
村
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
ど
の
よ

う
に
守
っ
て
い
く
の
か
?

各
課
長　
①
国
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
支
援

策
が
い
く
つ
か
あ
る
。
働
き
手
に
は
緊
急

小
口
資
金
や
国
民
健
康
保
険
料
減
免
や
納

税
猶
予
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
村
で

も
独
自
の
施
策
を
行
っ
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
で
あ

る
。
②
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
、
守
秘

義
務
を
守
り
、
身
近
な
保
健
師
が
対
応
。

加
え
て
県
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

の
対
応
も
行
う
。
③
人
権
保
護
の
観
点
よ

り
コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の
差
別
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
広
報
で
差
別
し
な
い
よ
う
告

知
す
る
と
共
に
国
・
県
が
行
っ
て
い
る
人

権
対
策
を
中
心
と
し
た
相
談
窓
口
及
び
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

問　
通
学
路
の
支
障
木
対
策
で
以
前
か
ら

要
望
し
て
き
た
学
校
坂
で
す
が
、
本
来
は

所
有
者
の
管
理
下
と
い
う
事
で
す
が
、
交

通
の
多
い
道
路
で
あ
り
、
当
面
枝
打
ち
だ

け
で
も
村
で
や
っ
て
頂
き
た
い
。

村
長　
当
面
道
路
の
安
全
管
理
と
い
う
こ

と
か
ら
、村
で
枝
打
ち
整
備
を
し
て
い
く
。

問　

防
災
放
送
等　

外
の
放
送
が
何
を

言
っ
て
い
る
か
音
量
ば
か
り
大
き
く
て
わ

か
ら
な
い
。
訓
練
の
際
、
事
前
告
知
放
送

等
、
村
民
が
慌
て
な
い
で
済
む
方
法
の
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。　
　

塩
原
総
務
課
長　
事
前
告
知
は
今
ま
で
も

行
っ
て
き
た
が
2
日
前
か
ら
放
送
す
る
等

検
討
し
、
聞
き
や
す
い
放
送
音
量
等
も
改

善
し
て
い
き
た
い
。

問　
役
場
庁
舎
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と

の
間
に
ツ
バ
メ
が
来
て
、
下
は
糞
で
大
変

で
す
。
ツ
バ
メ
は
縁
起
が
良
い
、
可
愛
が

る
と
い
う
気
持
ち
、
思
い
や
り
は
十
分
理

解
で
き
ま
す
が
、
公
共
の
建
物
で
、
大
勢

の
方
々
が
集
ま
る
場
所
で
あ
り
、
衛
生
面

か
ら
も
頭
の
上
か
ら
い
つ
糞
を
さ
れ
る

か
、
そ
ん
な
こ
と
を
心
配
し
な
く
て
良
い

対
策
は
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

塩
原
総
務
課
長　
村
で
も
気
に
な
っ
て
い

て
、
早
速
予
算
計
上
の
上
、
対
策
し
て
い

く
所
存
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

今
後
の
対
策
は

答　
コ
ロ
ナ
に
よ
り
収
入
減
の
働
き
手
に
行
政
と
各
関
係
団
体
が
連
携
し

　
　
　

村
内
の
求
人
情
報
発
信
を
検
討

北村直樹 議員

村
民
の
声
か
ら

答 

実
行
・
検
討
し
て
い
く

上條俊策 議員

コロナ感染予防（厚生労働省HP）

通学路（学校坂）
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昨
年
一
般
質
問
で
、通
学
路
の
整
備
を
要

望
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

問　
主
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
ロ
ー
ド
の
歩
道
に

つ
い
て
亀
裂
の
箇
所
を
５
～
６
箇
所
補
修

し
て
あ
り
ま
す
が
、
数
十
箇
所
が
手
つ
か

ず
の
ま
ま
で
す
。
工
事
予
定
は
。

ま
た
、
保
育
園
南
側
の
道
路
が
相
当
い

た
ん
で
い
ま
す
。
お
聞
き
す
る
と
優
先
順

位
が
あ
る
と
の
回
答
で
し
た
が
、
改
修
予

定
は
い
つ
の
予
定
か
。

予
算
と
の
関
係
で
道
路
補
修
が
遅
れ
て

い
る
と
し
た
ら
、
村
民
の
毎
日
の
生
活
で

安
全
に
歩
け
る
道
路
は
、
何
に
も
ま
し
て

必
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
道
路
補
修
の

予
算
が
年
間
1
千
万
円
程
度
で
は
、
到
底

安
全
な
道
路
整
備
は
お
ぼ
つ
か
な
い
と
お

も
い
ま
す
。
ま
た
、
村
内
各
地
に
改
修
箇

所
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

来
年
度
は
、
道
路
補
修
の
見
直
し
を
図

り
、
実
態
に
あ
っ
た
予
算
を
計
上
し
、
安

心
し
て
歩
け
る
安
全
な
道
路
改
修
を
目
指

し
て
欲
し
い
が
い
か
が
か
。

建
設
環
境
課
長　
ハ
ー
モ
ニ
ー
ロ
ー
ド

改
修
は
今
年
度
中
に
終
了
予
定
で
す
。

ま
た
、
保
育
園
南
側
の
道
路
は
村
内
道
路

の
基
幹
道
路
改
修
後
の
順
位
と
な
っ
て
お

り
、
２
～
3
年
後
位
に
な
り
そ
う
で
す
。

で
き
る
だ
け
早
く
工
事
す
る
方
向
で
検
討

し
ま
す
。

問　
ア
グ
リ
事
業
に
つ
い
て
は
当
初
目

的
か
ら
中
途
で
方
針
が
変
わ
っ
て
き
て

い
る
が
、
新
た
な
３
事
業
構
想
の
具
体

的
な
取
り
組
み
内
容
と
進
捗
状
況
は
ど

う
か
？
活
動
期
間
が
後
１
年
半
し
か
な

い
が
目
標
達
成
の
見
込
み
は
？
ま
た
活

動
終
了
後
の
ア
グ
リ
事
業
の
推
進
体
制

の
考
え
は
あ
る
の
か
？ 

産
業
振
興
課
長　
援
農
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
は
整
備
で
き
た
が
登
録
農
家
と
サ

ポ
ー
タ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
課
題
。
小

規
模
流
通
は
野
菜
バ
ス
の
活
用
が
一
番
。

新
規
就
農
は
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン

タ
ー
が
窓
口
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い

る
が
、
宿
泊
施
設
が
確
保
で
き
な
い
こ
と

な
ど
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
今
後
ク
リ

ア
ー
し
て
い
く
。
今
後
の
推
進
体
制
は
独

自
法
人
で
は
な
く
村
の
農
業
振
興
事
業
と

し
て
今
後
も
行
政
の
責
任
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

中
断
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
成
果

と
今
後
へ
の
活
か
し
方
は

産
業
振
興
課
長　
朝
日
の
木
材
品
質
の
状

況
把
握
・
Ｊ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
構
築
と
ゾ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
森
林
の
実
態
把
握
が
で
き

た
。
今
後
の
森
林
管
理
・
森
林
経
営
に
活

か
し
て
い
く
。

問　
木
質
事
業
は
5
4
0
0
万
円
も
の

費
用
を
費
や
し
活
動
期
間
１
年
を
残
し
て

事
業
検
討
を
あ
き
ら
め
た
が
、
決
し
て
全

く
成
果
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
行
政

と
し
て
把
握
し
て
い
る
成
果
は
何
か
？
そ

の
成
果
を
今
後
の
村
の
森
林
管
理
・
森
林

経
営
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か
？ 

産
業
振
興
課
長　
村
内
製
材
所
設
置
は
難

し
い
為
木
工
家
具
製
作
供
給
を
主
と
し
た

短
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
住
宅
建
材
供
給
を

主
と
し
た
中
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
組

む
。
ま
た
適
切
な
森
林
管
理
を
目
指
し
Ｊ

Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
構
築
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
し
、
村
の
森
林
の
実
態
把
握
が
実
現
で

き
、
村
産
カ
ラ
マ
ツ
は
適
切
な
品
質
で
は

な
い
為
、
80
年
か
ら
1
0
0
年
物
に
育

成
が
必
要
と
確

認
で
き
た
。
こ

れ
ら
の
成
果
を

今
後
の
森
林
管

理
・
経
営
管
理

計
画
に
反
映
さ

せ
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
は

答 

今
後
検
討
し
て
方
針
を
出
す

高橋良二 議員

地
方
創
生
事
業「
ア
グ
リ
」の

推
進
体
制
は
万
全
か

答　
援
農
・
小
規
模
流
通
・
新
規
就
農
に
絞
り
、
具
体
的
に
幾
つ
か
活
動
を
展
開
、

今
後
も
村
の
機
能
と
し
て
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
を
継
続

清沢正毅 議員

補修が待たれる通学路
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問　
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
、大
都
市
か
ら
田

舎
へ
と
い
う「
田
園
回
帰
」の
動
き
が
あ

り
、最
近
で
は
若
者
の
移
住
希
望
者
が
多

い
と
聞
く
。コ
ロ
ナ
後
は
そ
の
動
き
が
顕
著

に
現
れ
て
い
る
。今
後
世
界
の
食
糧
事
情

を
考
え
る
と
、複
数
の
国
で
自
国
民
優
先

の
為
に
、農
産
物
輸
出
規
制
が
行
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。わ
が
国
に
お
い
て
も
自

給
率
向
上
へ
の
国
民
的
意
識
が
高
ま
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
、従
来
以
上
に
農
村
移
住
、

農
業
へ
の
新
規
参
入
者
が
増
え
る
可
能
性

大
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、当

村
と
し
て
は
計
画
的
に
受
け
入
れ
態
勢
を

と
っ
て
い
く
必
要
が
有
る
。特
に
、雇
用
の

場
、住
環
境
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

村
長　
村
に
就
農
希
望
者
か
ら
相
談
が

あ
っ
て
も
、
村
内
に
は
農
業
者
が
直
ぐ
に

住
む
こ
と
が
で
き
る
住
宅
が
な
い
為
、
他

の
自
治
体
に
人
材
が
流
れ
て
し
ま
う
。
今

後
は
ま
ず
就
農
者
用
の
一
戸
建
て
住
宅
を

新
築
し
、
そ
の
う
え
で
新
規
就
農
者
を

大
々
的
に
募
集
し
て
、
農
業
の
担
い
手
を

育
成
し
て
い
く
考
え
で
す
。

問　
連
日
30
度
を
超
え
る
猛
暑
が
続
き
、

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
運
び
屋
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
活
動
が
活
発
に
な

り
、
よ
り
標
高
の
高
い
赤
松
林
に
食
域
を

拡
大
し
て
い
く
の
で
は
と
、
大
変
気
掛
か

り
で
す
。
簡
易
水
道
の
水
源
は
、
針
尾
大

尾
沢
の
湧
水
・
舟
ケ
沢
の
表
流
水
・
西
洗

馬
外
山
沢
の
伏
流
水
が
水
源
と
な
っ
て
お

り
、
ど
の
山
林
域
で
も
赤
松
の
山
林
が
水

源
の
涵
養
機
能
を
担
っ
て
お
り
、
松
く
い

虫
被
害
木
に
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
守
る
べ

き
赤
松
林
で
す
。
村
民
に
安
全
で
美
味
し

い
飲
料
水
を
安
定
し
て
給
水
す
る
た
め
に

は
松
く
い
虫
対
策
に
は
、
万
全
を
期
し
て

早
期
発
見・早
期
適
切
処
置
が
必
須
で
す
。

土
壌
汚
染
や
水
質
汚
濁
に
つ
な
が
る
よ
う

な
処
置
は
厳
禁
。
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
、

森
林
監
視
精
度
の
向
上
を
図
り
松
く
い
虫

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
体
制
を
早
期
に
構
築

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

❶
水
源
領
域
内
の
山
林
で
松
く
い
虫
被
害

木
発
生
は
あ
る
の
か
。
❷
水
源
林
内
の
松

く
い
虫
予
防
策
は
ど
の
様
に
さ
れ
る
の

か
。
❸
水
源
林
領
域
内
で
松
く
い
虫
被
害

発
生
し
た
時
の
対
応
は
。
❹
水
源
林
領
域
内

で
の
松
く
い
虫
被
害
対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
は
。

産
業
振
興
課
長　
被
害
木
は
大
尾
沢
手
前

で
3
本
、
外
山
沢
・
舟
ケ
沢
で
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
予
防
策
は
薬
剤
空
中
散
布

せ
ず
、
伐
倒
燻
蒸
で
対
応
す
る
。
河
川
敷

領
域
内
で
は
実
施
し
な
い
。
監
視
体
制
は

5
名
の
森
林
管
理
委
員
と
専
門
委
員
1
名

で
対
応
し
て
い
る
。
薬
剤
は
農
水
省
・
県
の

規
定
に
合
格
し
た
薬
剤
で
処
置
し
て
い
る
。

建
設
環
境
課
長　
水
源
林
内
で
大
規
模
な

伐
倒
燻
蒸
処
理
し
て
も
、
水
道
水
に
は
影

響
が
出
て
い
な
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
は
関

係
部
署
と
専
門
家
と
連
絡
を
密
に
し
対
処

す
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
ど
う
歩
む
か

答 

「
田
園
回
帰
」
の
動
き
に
対
し
、
村
営
住
宅
等
住
環
境
を
整
え
る

髙橋廣美 議員

水
源
林
を
松
く
い
虫
か
ら

守
る
に
は

答 

水
源
林
内
で
の
松
く
い
虫
被
害
木
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

林　邦宏 議員

刈り取りが終わった田圃キャベツの収穫が進む

松くい進行中の山林



現
地
を
目
で
見
て

聞
い
て
参
加
し
て

議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
議
員
は
、
沢
山
の
諸
会
議
・

行
事
・
研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
主
だ
っ
た
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

議員
活動報告
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8
月
4
日
塩
尻
市
北
部
交
流

セ
ン
タ
ー
（
え
ん
て
ら
す
）
で
毎

年
恒
例
の
松
本
地
域
正
副
議
長

懇
話
会
（
42
回
目
）
が
開
か
れ

た
。
参
集
し
た
の
は
、
松
本
、
安

曇
野
、
塩
尻
の
3
市
と
東
筑
摩
郡

5
村
の
正
副
議
長
。
当
番
の
塩
尻

市
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

第
2
波
発
生
期
で
開
催
を
危
惧
し

た
が
、
対
策
を
施
し
て
実
施
し
た
。

懇
談
会
は
「
え
ん
て
ら
す
」
の
視

察
と
講
演
会
だ
っ
た
。「
え
ん
て

ら
す
」
は
昨
年
7
月
開
館
。
現
在

ま
で
20
万
人
が
利
用
。

施
設
は
広
丘
支
所
と
公
民
館
、

図
書
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
多
機
能
性
を
持
っ
た
複
合

施
設
で
、
広
丘
駅
に
近
い
立
地

で
、
朝
日
村
の
学
生
や
一
般
村
民

も
多
く
利
活
用
し
て
い
る
と
説
明

が
あ
っ
た
。
あ
り
が
た
い
施
設
で

あ
る
。
こ
の
日
も
夏
休
み
中
の
学

生
た
ち
が
黙
々
と
「
交
流
ス
ペ
ー

ス
」
を
使
っ
て
学
習
し
て
い
た
。

講
演
は
塩
尻
市
危
機
管
理
課

の
防
災
専
門
官
矢
花
光
博
氏
の

「
災
害
に
備
え
る
」
内
容
で
あ
っ

た
。
矢
花
専
門
官
は
陸
上
自
衛
隊

に
36
年
勤
務
。
日
本
各
地
の
災
害

現
場
で
指
揮
し
た
経
験
に
基
づ
い

た
話
だ
っ
た
。
特
に
興
味
深
か
っ

た
の
は
、
塩
尻
市
が
昨
年
4
月
か

ら
防
災
専
門
官
を
市
の
危
機
管
理

対
応
と
し
て
採
用
し
た
事
で
あ
る
。

国
は
、
今
後
確
実
に
起
こ
り
う
る

豪
雨
災
害
や
土
砂
災
害
、
大
規
模

地
震
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
に
市

町
村
が
防
災
の
専
門
性
を
有
す
る

外
部
人
材
を
採
用
で
き
る
よ
う
財

政
支
援
し
て
い
る
。「
地
域
防
災

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
資
格
者
で
あ

れ
ば
人
件
費
の
半
分
を
見
て
く
れ

る
制
度
で
あ
る
。
こ
う
し
た
専
門

人
材
を
自
治
体
が
採
用
す
る
こ
と

は
、
い
ざ
と
い
う
時
大
き
な
安
心

に
繋
が
る
と
感
じ
た
。
朝
日
村
は

少
な
い
職
員
体
制
の
中
、
特
に
危

機
管
理
に
お
い
て
専
門
的
な
知
識

や
経
験
あ
る
人
材
確
保
は
必
至
で
、

今
後
検
討
す
る
余
地
は
大
い
に
あ

る
と
感
じ
た
。
学
ぶ
こ
と
の
多
い

懇
談
会
だ
っ
た
。（
塩
原
智
惠
美
）

9
月
25
日
、
筑
北
村
に
於
い

て
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
交
流
会

が
あ
い
に
く
の
雨
の
中
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
東
筑
摩

郡
村
議
会
議
員
が
一
堂
に
集
ま
り
、

研
修
等
を
通
じ
て
関
係
諸
情
報
を

交
換
し
、
議
会
の
活
性
化
と
議
会

運
営
の
充
実
に
寄
与
す
る
目
的
で

年
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
、
筑
北
村
で

平
成
24
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

観
郷
ウ
オ
ー
ク
を
体
験
し
ま
し
た
。

筑
北
村
観
郷
ウ
オ
ー
ク
と
は
農
村

環
境
を
生
か
し
た
体
験
型
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
村

内
を
歩
き
、
途
中
何
か
所
か
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
問
題
に
答

え
ま
す
。
地
元
の
人
に
し
か
分
か

ら
な
い
問
題
も
あ
り
、
地
元
の
人

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
答
を
教
え
て

も
ら
い
交
流
し
ま
す
。
筑
北
村
観

郷
ウ
オ
ー
ク
の
体
験
者
は
学
習
旅

行
の
生
徒
を
中
心
に
延
べ
千
人
以

上
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
東
筑
摩
郡
の
5
村

か
ら
各
1
名
が
参
加
し
て
グ
ル
ー

プ
を
作
り
各
村
と
の
交
流
を
し
な

が
ら
、
5
人
の
グ
ル
ー
プ
10
チ
ー

ム
が
観
郷
ウ
オ
ー
ク
の
回
答
体
験

を
し
ま
し
た
。	

（
上
條
昭
三
）

松
本
地
域
正
副
議
長
懇
話
会
報
告

東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
交
流
会

ウォーキング前のストレッチ

交流会開会式
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8
月
27
日
山
形
村
ミ
ラ
・
フ
ー

ド
館
で
議
員
大
会
が
開
か
れ
、
こ

れ
ま
で
の
5
村
の
全
議
員
参
加
で

な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
防
止
策

の
た
め
、
正
副
議
長
・
常
任
委
員

長
等
各
村
議
会
議
員
の
代
表
者
に

よ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
賓
は
清
沢
県
議
会
議
員
・
草

間
松
本
地
域
振
興
局
長
・
坂
田
松

本
建
設
事
務
所
長
・
本
庄
山
形
村

長
の
4
氏
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
は
筑
北
村
議
長
の
待
井

議
長
が
選
任
さ
れ
、
塩
原
議
長
の

大
会
宣
言
で
開
幕
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
次
第
は
次
の
と
お
り

で
す
。

⑴
前
年
度
大
会
決
議
事
項
の
処
理

状
況
報
告

♦
全
議
長
が
国
会
議
員
・
県
へ
要

望
及
び
県
議
会
へ
陳
情

⑵
各
議
会
提
出
議
題
審
議

筑
北
村
議
会

一
、
国
道
・
県
道
の
整
備
促
進
に

つ
い
て

朝
日
村
議
会

一
、
県
道
新
田
松
本
バ
イ
パ
ス
古

見
区
間
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

生
坂
村
議
会

一
、
犀
川
の
堤
防
改
修
と
河
川
内

整
備
及
び
管
理
区
間
の
一
元

管
理
に
つ
い
て

麻
績
村
議
会

一
、
交
通
安
全
対
策
（
国
道

4
0
3
号
本
町
～
明
治
町
間
・

主
要
地
方
道
丸
子
信
州
新
線

本
町
地
区
内
）
の
歩
道
設
置

に
つ
い
て

山
形
村
議
会

一
、
主
要
地
方
道
塩
尻
鍋
割
穂
高

線
上
竹
田
地
区
の
歩
道
新
設

早
期
完
了
に
つ
い
て

⑶
決
議

5
村
の
議
会
か
ら
提
案
さ
れ

た
議
題
は
審
議
の
結
果
、
全
て
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
決
議
事
項
の
実
行
運
動
方
法

♦
決
議
さ
れ
た
事
項
は
議
長
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
6
日

県
へ
要
望
・
県
議
会
へ
陳
情

今
回
の
東
筑
摩
郡
議
員
大
会

は
コ
ロ
ナ
禍
3
密
回
避
の
対
応
で
、

大
会
出
席
議
員
は
全
議
員
の
4
割

に
止
ま
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

寂
し
い
大
会
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。	

（
林　
邦
宏
）

第
71
回
東
筑
摩
郡
議
会
議
員 

大
会
報
告

議会活動日誌
7 月

1 水 第1回朝日村行政区画審議会
2 木 議会全員協議会
6 月 松塩地区広域施設組合議会運営委員会
7 火 松本広域連合第1回臨時会・議員協議会
8 水 議会全員協議会
9 木 鉢盛中学校組合議会臨時会
10金 村議会第2回臨時会

第1回朝日村男女共同参画審議会
17金 朝日村風食防止対策協議会

朝日村松くい虫防除対策協議会
20月 松塩地区広域施設組合第1回臨時会
22水 地域高規格道路松本糸魚川連絡道路長野県側

ルート建設促進協議会
31金 議会だより第37号発行日

8 月
4 火 松本地域正副議長懇話会 10P 

5 水 議会全員協議会・議会運営委員会
6 木 第２回朝日村男女共同参画審議会
7 金 東筑摩郡村議会議長会臨時総会
12水 松塩地区広域施設組合環境保全協議会
15土 朝日村成人式
19水 議会全員協議会
26水 議会運営委員会
27木 東筑摩郡村議会議員大会 11P 

9 月
3 木 議会定例会本会議・議会全員協議会
4 金 議会定例会・全員協議会
10木 議会定例会本会議一般質問
11金 議会定例会本会議・議会全員協議会
24木 議会全員協議会

朝日村戦没者慰霊祭
25金 東筑摩郡村議会議員交流会 10P 

（仮称）松本糸魚川連絡道路建設推進議員連
盟長野県連絡会設立総会

28月 長野県町村議会議長会政務調査部会
29火 村議会第3回臨時会

村道西洗馬７号線整備に関する地権者説明会

提出議題を説明する林議員

宣言文を朗読する塩原議長

せんぜ畑で落花生収穫

精一杯引っ張って、「やったー！落花生が取れたよ　ママから
美味しい落花生塩茹で作ってもらうんだ‼」と家路へ （林邦宏）



朝日村議会へご意見をお寄せください

村内の施設やイベントに
議員が訪問して、

その取り組みや要望を聞く
地域密着のコーナー

あさひむら議会だより

今
年
度
、
朝
日
村
消
防
団
団
長
を
拝

命
し
ま
し
た
髙
橋
宗
治
で
す
。
消
防
団

員
1
6
0
余
名
の
団
員
の
命
を
預
か
る

者
と
し
て
ひ
し
ひ
し
と
重
責
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
、
消
防
団
及
び
消
防
団
員
の

処
遇
を
村
か
ら
改
善
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
団
員
の
結

束
を
図
り
、
村
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
た
め
、
地
域
に
寄
り
添
っ
て
警
戒
、

訓
練
を
行
っ
て
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
と

し
て
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
訓
練
等

の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
各
分
団
で
少
人
数
で
の
訓
練

で
補
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
度
は
2
件
の
火
災
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
地
球
温
暖
化
に

よ
り
高
温
乾
燥
の
日
が
多
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で
火
災

に
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
様
に
は
充
分
気
を
付
け
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
健
康
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る「
お
食

事
処
も
り
の
こ
び
と
」を
お
訪
ね
し
ま

し
た
。「
お
食
事
処
も
り
の
こ
び
と
」は
障

が
い
者
就
労
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る

「
N
P
O
法
人
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
は
ち
も

り
」の
施
設
外
就
労
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
団
体
の
集
会
や
宴

会
等
が
無
く
な
り
、大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、「
以
前
か
ら
力
を

入
れ
て
き
た
日
替
わ
り
弁
当
が
順
調
で
、

な
ん
と
か
当
初
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。」と
、食
事
処
責
任
者
の

田
村
悠
衣（
旧
姓
村
松
）さ
ん
は
、明
る
く

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

日
替
わ
り
弁
当
は
1
食
税
込
5
0
0

円「
村
内
の
野
菜
や
豆
腐
を
出
来
る
だ
け

使
用
し
て
い
ま
す
。家
庭
で
は
あ
ま
り
作
ら

な
い
キ
ー
マ
カ
レ
ー
や
タ
イ
料
理
な
ど
メ

ニュ
ー
に
加
え
、村
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。」「
当
日
の
9
時

ま
で
に
注
文
し
て
頂
け
れ
ば
O
K
。店
で

の
お
渡
し
の
他
、村
内
な
ら
ば
元
気
に
働

く
メ
ン
バ
ー
さ
ん
が
、１
個
で
も
11
時
か
ら

12
時
の
間
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。」こ
ん

な
お
客
様
思
い
の
姿
勢
が
、人
気
の
理
由

か
と
納
得
。コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、元
気
に
働

く
姿
に
感
動
し
た
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

（
高
橋
廣
美
）

お
食
事
処　
も
り
の
こ
び
と

℡
99
–
4
0
5
5（
f
a
x
同
じ
）

秋
も
深
ま
り
稲
刈
り
、
秋
野

菜
の
収
穫
、
出
荷
と
農
家
の
忙
し

い
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
今
年
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
世
の
中
一
変
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
都
会
の
密
を

避
け
、
田
舎
へ
の
憧
れ
が
あ
る
と

聞
き
ま
す
。
私
た
ち
も
今
一
度
、

い
な
か
イ
コ
ー
ル
朝
日
村
の
風
光

め
い
び
な
地
域
を
見
つ
め
直
す
い

い
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
髙
橋
廣
美
）

発
行
責
任
者

　
議　
長	

塩
原
智
惠
美

編
集
委
員

　
委
員
長	

中
村
文
映

　
副
委
員
長	

髙
橋
廣
美

　
委　
員	

林　
邦
宏

	

清
沢
正
毅

	

北
村
直
樹

※お詫び
議会だより7月31日発行号の連載

番号が正しくは第37号のところ第
38号と誤記載してしまいました。
慎んで、お詫び申しあげます。

第6弾 「お食事処 もりのこびと｣

朝
日
村
消
防
団
長
拝
命
に
あ
た
っ
て

地
域
に
寄
り
添
い

信
頼
さ
れ
る
消
防
団
を

め
ざ
し
て
！

朝
日
村
消
防
団

団
長
　
髙
橋
宗
治
さ
ん

▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

昨年度総合訓練　放水

昨年度ラッパ班　総合訓練

おいしいお弁当はいかがですか？

メンバーさん集合

人気の日替わり弁当
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